
飛騨ＧｙｕＲｅａｌ．
～通知から始まる私たちの日常～

岐阜県立加茂農林高等学校



１.研究の動機 B M S No. ：１２
オレイン酸：５７.７
ＭＵＦＡ値：６４.４

👍食べて美味しい最高の飛騨牛！！

「第７回和牛甲子園出品牛」



R４年度

• ・計画的な双子生産で生産量の増加

• ・JGAP取得で持続可能な飛騨牛生産

R5年度

• ・穀物自給率の向上及び飼料費の削減

• ・IoT機器を活用したスマート農業への挑戦

１.研究の動機



２.研究の計画

①飼料米を含む新しい
配合飼料の給与調査

②アニマルウエルフェアと
生産性向上の両立

Ｒ６年度



３.研究の実践①

飼料米を含む配合飼料の
給与調査（R5継続研究）



３.研究の実践①

新しい配合飼料飼料会社との現地検討会



３.研究の実践①

新しい配合飼料飼料会社との現地検討会



３.研究の実践①

この飼料は嗜好性に課題がある？



３.研究の実践①

「嗜好性が悪いと思います」
「粉っぽくて臭いも良くないです」

飼料はどうですか？



３.研究の実践①

改良前 改良後



３.研究の実践①

～調査内容～

摂取量や要求率の比較

肉質成績の比較

経営面の比較

１

２

３



３.研究の実践①

結果：①摂取量や要求率の比較
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３.研究の実践①

結果：①摂取量や要求率の比較

体重(ｋｇ) 増体日量 乾物量(ｋｇ) CP(g) TDN(ｋｇ)

600

0.4 8.56 704 5.62

0.6 9.53 795 6.48

0.8 10.36 877 7.28

650

0.4 9.09 729 5.97

0.6 10.12 817 6.88

0.8 11 896 7.73
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肉用種雌牛の肥育に要する養分量

日本飼養標準2022版より引用



３.研究の実践①

結果：②肉質成績の比較

調査区 ５等級率 BMSNo. 出荷頭数

改良後 100％ 9.5 4頭

改良前 100％ 10.8 4頭

無給与 33% 7.3 6頭

調査区 ５等級率 BMSNo. 出荷頭数

改良後 100％ 9.5 2頭

改良前 100% 10.5 4頭

無給与 40% 7.2 5頭

♂去勢牛 ♀雌牛

改良前は１～９か月間、改良後は１～５か月間の給与結果



３.研究の実践①
区 分 飼 料 費(円)

無給与区 3,800,000

改 良 前 3,400,000

差 額 ▲ 400,000

区 分 飼 料 米(㎏)

無給与区 0

改 良 前 2,200

差 異 2,200

区 分 平均枝重(㎏) 単 価(円) 枝肉平均価格(円)

無給与区 429 2,810 1,205,490

改 良 前 471 3,152 1,484,592

差 異 42 342 279,102

〇飼料費
40万削減

〇飼料米給与量
2.2ｔ

〇枝肉単価
342円UP

〇枝肉平均価格
279,102円UP

年間出荷頭数11頭の飼料費及び飼料米の給与量

無給与区は去勢6頭・雌5頭の平均 給与区は去勢４頭・雌４頭の平均

結果：③経営面の調査



成績良好！低価格！
給与を続けたい

３.研究の実践①



３.研究の実践①

飼料米給与がブランド牛の条件



３.研究の実践①

👉飛騨牛への普及活動

農林水産省HPより引用



４.研究の実践②

「アニマルウェルフェア」と
「生産性向上」の両立



４.研究の実践② 岐阜県農業高校生海外実習派遣事業参加

「自由」最高～！！

アニマルウェルフェア チェックリスト

農林水産省（肉用牛の飼育管理に関する技術的な指針）



４.研究の実践②

空腹と渇き

痛み・損傷・疾病

不 快恐怖と苦悩

正常行動発現

幸せのための「５つの自由」

～私たちの目標～

「アニマルウェルフェア」
＋

「飛騨牛の生産性向上」



４.研究の実践②

～調査内容～

飼育面積からアプローチ

ルーメン温度からアプローチ

飼育環境からアプローチ

１

２

３



①飼育面積からアプローチ（正常行動発現の自由）

動物の行動や目的を理解す
ることが大切です！！

４.研究の実践②



４.研究の実践②

１頭当たり
飼養面積28㎡
飼槽幅 280㎝

１頭当たり
飼養面積14㎡
飼槽幅 140㎝

１頭当たり
飼養面積9.3㎡
飼槽幅 93.3㎝

１頭 ２頭 ３頭

①飼育面積からアプローチ（正常行動発現の自由）

基準：肥育中期以降の１頭当たりの飼養面積
６～７㎡・飼槽幅は90～100㎝



４.研究の実践②
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①飼育面積からアプローチ（正常行動発現の自由）

①ストレスが少ない
②個体に応じた管理ができる
③体重が軽く伸びしろがあった
👉導入時の体重が軽い牛は１頭飼いがおすすめ！！



４.研究の実践②

牛は我慢強い
変化が観察できる頃には疾病は
進行しています

②ルーメン温度からアプローチ（痛み・損傷・疾病からの自由）



４.研究の実践②

センサー投入の様子 ルーメン高温通知

②ルーメン温度からアプローチ（痛み・損傷・疾病からの自由）



４.研究の実践②
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牛舎内とルーメンの温度

温度 試験区１ 試験区２

℃

年月

年月 牛舎温度 試験区１ 試験区２

2023/12 8.41 39.37 39.48
2024/01 5.93 39.22 39.39
2024/02 8.52 39.21 39.36
2024/03 9.15 39.17 39.31
2024/04 18.04 39.28 39.57
2024/05 20.11 39.19 39.81
2024/06 23.72 39.33 39.73
2024/07 28.51 39.33 39.66
2024/08 30.13 39.37 39.80
2024/09 28.05 39.43 39.67
2024/10 22.27 39.36 39.61

試験区１（平均） 試験区２（平均）

39.30℃ 39.58℃

図・表は月の平均温度、調査頭数２頭

②ルーメン温度からアプローチ（痛み・損傷・疾病からの自由）



４.研究の実践②

年月 ルーメン温度

2023/12/27 41.14℃

2024/4/14 40.92℃

2024/10/20 40.91℃

2024/10/21 41.11℃

年月 ルーメン温度

2024/4/13 40.96℃

2024/4/15 41.02℃

2024/4/25 40.97℃

2024/5/29 42.07℃

2024/5/30 42.01℃

2024/6/1 41.53℃

2024/6/2 41.65℃

2024/7/1 41.02℃

2024/7/2 41.38℃

試験区１ 試験区２

注)高温状態が
２日以上続く

ルーメン温度
は高くても直
腸温度は正常

②ルーメン温度からアプローチ（痛み・損傷・疾病からの自由）

注意：今回の結果は本校の独自調査によるものです



４.研究の実践②

観察

食欲減退
連続通知

検温

・生菌剤、亜鉛などの添加
・ビタミンA投与の検討

発熱なし

・生菌剤、亜鉛などの添加下痢

治療発熱あり

IoT機器を活用した独自マニュアルの作成

②ルーメン温度からアプローチ（痛み・損傷・疾病からの自由）

通知の受信



４.研究の実践②
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日本、暑すぎ！！

③飼育環境からアプローチ（不快からの自由）

グラフは月の平均温度



４.研究の実践②

私たちも協力させて欲しい

スモークマシン
で空気の流れを

可視化

今回使用した煙は無害です

③飼育環境からアプローチ（不快からの自由）



ここは空気の動きなし！！

③飼育環境からアプローチ（不快からの自由）

４.研究の実践②



表面温度 ４６℃

熱気

熱気

熱気

熱気

熱気

③飼育環境からアプローチ（不快からの自由）

４.研究の実践②



③飼育環境からアプローチ（不快からの自由）

送風機 使用前 送風機 使用後

４.研究の実践②



「特定行動」の測定

４.研究の実践②



５.今回の出品牛
飼料米の給与

おいし～い！はつゆき まさふくらん



岐阜県立加茂農林高等学校

👍仲間と共に学び続けま
す！！


